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憲
法
公
布
か
ら
77
年

と
な
る
11
月
3
日
の
午

後
、
国
会
正
門
前
で

「
つ
な
ご
う

憲
法
を

い
か
す
未
来
へ
」
を
か

か
げ
、
11
・
3
憲
法
大

行
動
集
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
真
夏
の
よ
う
な

日
差
し
の
中
、
４
千
人

が
参
加
し
、
厚
木
か
ら

も
十
数
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
集
会
の
主
催
は

「
戦
争
さ
せ
な
い
・
９

条
壊
す
な
！
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
と
９

条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市

民
ア
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

集
会
に
は
、
社
民
党
、
れ
い
わ

新
選
組
、
立
憲
民
主
党
、
共
産
党
、

沖
縄
の
風
の
各
党
の
国
会
議
員
が

参
加
し
、
連
帯
の
挨
拶
を
し
ま
し

た
。共

産
党
の
小
池
晃

さ
ん
は
、
イ
ス
ラ
エ

ル
に
よ
る
ガ
ザ
へ
の

無
差
別
攻
撃
に
対
す

る
国
連
総
会
で
の

「
人
道
的
休
戦
」
決

議
に
、
日
本
政
府
は

ア
メ
リ
カ
に
追
随
し

て
棄
権
し
た
こ
と
を

強
く
批
判
。
日
本
は

今
こ
そ
憲
法
９
条
を

い
か
し
た
平
和
外
交

で
貢
献
す
べ
き
だ
と

訴
え
ま
し
た
。
憲
法

学
者
の
清
水
雅
彦
さ

ん
は
、
大
軍
拡
と
９

条
改
憲
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
に
は
、

労
組
と
市
民
と
立
憲
野
党
が
力
を

合
わ
せ
、
政
権
交
代
を
め
ざ
そ
う

と
訴
え
ま
し
た
。

国
会
前
の
集
会
に
先
立
ち
、
11

時
か
ら
約
30
分
間
、
本
厚
木
駅
北

口
広
場
で
も
宣
伝
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
厚
木
市
九
条
の
会
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
に
よ
る
呼
び
掛
け
で

17
人
が
参
加
し
、
持
参
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
を
掲
げ
、
「
大
軍

拡
反
対
、
９
条
変
え
る
な
、
ガ
ザ

へ
の
無
差
別
攻
撃
を
た
だ
ち
に
中

止
」
を
訴
え
ま
し
た
。

10
月
７
日
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ハ

マ
ス
が
突
如
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル

に
向
け
越
境
攻
撃
を
仕
掛
け
た
。

３
千
発
以
上
ロ
ケ
ッ
ト
弾
を
打
ち

込
み
、
兵
士
・
市
民
２
０
０
人
以

上
を
連
れ
去
っ
た
。
こ
の
事
を
発

端
に
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
イ
ス

ラ
エ
ル
・
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政
権
は
ガ

ザ
地
区
に
暮
ら
す
２
２
０
万
人
の

市
民
の
「
消
滅
」
を
狙
っ
た
か
の

よ
う
な
総
攻
撃
を
行
っ
て
い
る
。

有
数
の
軍
事
力
を
保
持
し
、
実

戦
経
験
に
長
け
て
い
る
イ
ス
ラ
エ

ル
軍
は
、
陸
・
空
・
海
の
三
方
か

ら
攻
撃
を
仕
掛
け
、
ガ
ザ
の
１
万

人
以
上
の
市
民
を
虐
殺
し
て
き
て

い
る
。
そ
の
半
数
近
く
が
子
供
達

で
或
る
事
が
、
私
達
に
事
の
残
虐

性
と
深
刻
さ
を
示
し
て
い
る
。
イ

ン
フ
ラ
を
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ
、

水
、
食
料
、
燃
料
を
遮
断
さ
れ
、

爆
撃
・
銃
撃
に
逃
げ
惑
う
パ
レ
ス

チ
ナ
の
人
々
の
苦
悩
に
想
い
を
馳

せ
る
時
、
何
と
も
言
え
な
い
無
力

感
に
襲
わ
れ
る
。

〝
テ
ロ
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
〟

こ
の
合
言
葉
の
も
と
、
数
百
万
人

の
命
を
奪
っ
た
国
が
あ
る
。

そ
れ
に
同
調
し
協
賛
し
た
国
も

あ
っ
た
が
、
圧
倒
的
な
軍
事
力
で

報
復
し
た
事
を
〝
国
家
テ
ロ
〟
と

言
え
な
く
は
あ
る
ま
い
。
「
自
由
・

平
等
・
博
愛
」
の
錦
の
御
旗
を
掲

げ
、
「
不
自
由
・
不
平
等
・
偏
愛
」

を
、
国
が
国
民
に
強
要
し
て
い
る

こ
と
を
私
達
は
、
見
抜
い
て
い
る
。

此
れ
ま
で
戦
わ
れ
て
き
た
戦
争

は
、
「
博
愛
」
な
ど
と
は
全
く
か

け
離
れ
た
残
虐
非
道
な
も
の
で
あ

り
「
国
益
」
の
た
め
に
、
守
る
べ

き
国
民
の
命
を
踏
み
台
に
し
て
遂

行
さ
れ
て
き
た
。

相
手
に
攻
め
入
る
隙
を
与
え
な

い
国
防
力
が
、
何
時
の
間
に
か

「
攻
め
よ
う
と
す
る
国
に
先
制
攻

撃
を
可
能
に
す
る
」
国
防
力
整
備

に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
し
か
も

国
民
多
く
が
重
税
に
喘
ぎ
、
食
う

や
食
わ
ず
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
血
税
を
人

殺
し
の
道
具
を
買
い
漁
る
事
に
つ

ぎ
込
ん
で
い
る
。

戦
争
は
も
う
嫌
だ
！
人
が
殺
さ

れ
て
い
く
の
は
見
た
く
な
い
！

本厚木駅北口広場での宣伝

国会正門前での集会 4000人が参加



イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
パ
レ
ス
チ
ナ

人
民
の
虐
殺
を
止
め
よ
う
！

人
道
危
機
が
重
大
局
面
に
あ

る
今
日
、
私
達
の
人
と
し
て
の

資
質
が
問
わ
れ
て
い
る
。
私
は

学
生
時
代
、
１
９
７
０
年
代
に

起
こ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
北
ベ
ト

ナ
ム
侵
略
戦
争
と
そ
れ
を
全
面

的
に
支
援
し
支
え
た
日
本
政
府

に
反
対
し
た
。
反
対
の
意
志
を

表
明
し
な
い
事
は
、
戦
争
を
容

認
す
る
こ
と
に
な
る
、
そ
の
様

な
己
を
許
さ
な
い
（
自
己
否
定

す
る
）
。
若
く
、
幼
稚
だ
っ
た

私
は
自
分
を
問
い
、
同
じ
思
い

の
学
生
と
語
り
合
い
、
行
動
を

共
に
し
た
。
間
違
っ
て
は
い
な

か
っ
た
と
信
じ
て
い
る
。

私
達
に
問
わ
れ
て
い
る
の
は

イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
の

殺
し
合
い
を
止
め
る
た
め
、
行

動
し
な
い
己
を
「
自
己
否
定
」

す
る
事
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
、
数
十
年
前
の

若
い
私
が
し
た
よ
う
に
❣

ま
さ
お

これまで3回に渡って地球温暖化の状況をお伝えしてきました。本気で温暖化をストップさせる行動

を起こさないと大変な事態になることをご理解いただけたと思います。今回は最終回として、私たちに

出来ることを簡単にまとめたいと思います。

地球温暖化の原因の一つといわれる二酸化炭素の我が国における２０２０年度分の排出量をみると、

全体の約１６％が家庭から排出されています。その内訳は、照明・家電製品などが約３０％、自動車が

約２３％、暖房が約１６％、給湯が約１５％となっています。（下表参照）

地球温暖化対策として家庭でもできること

ここでは温室効果ガスの排出を抑えることにつ

ながる、家庭で取り組める省エネ対策をいくつか

ご紹介します。

電気の無駄遣いをなくす

エアコンは設定温度によって消費電力が大きく

左右されます。そのため、夏は冷房の設定温度を

下げすぎないように、冬は暖房の設定温度を上げ

すぎないようにしましょう。資源エネルギー庁で

は、夏の冷房時の室温は28℃、冬の暖房時の室

温は20℃を目安にすることを薦めています。必

要のない照明や家電はこまめに消したり、高効率

蛍光灯やLED照明に交換するのも効果的です。

エコな電気を使う

再生可能エネルギーを使ったエコな電気に切り

替えることも、温室効果ガスの排出削減につなが

ります。再生可能エネルギーとは、太陽光・風力・

バイオマスなどのエネルギーを指します。温室効

果ガスを排出せず（もしくは増加させず）に発電

でき、資源が枯渇しないことから、世界中で注目

されているエネルギーです。

住宅の高性能化

窓、床、壁、天井など外気と接する部分の断熱

性能を高めることで、家庭のCO2排出源の4分の

1を占める冷暖房のエネルギー消費を大幅に抑え

ることが可能になります。単板ガラス（1枚のガ

ラス窓）を、断熱効果の高いトリプルガラスの窓

に換えた場合、熱の流出をおよそ80%抑える事

ができると言われます。

最後に

これらは私たちに出来る事のほんの一部で、こ

の他にもたくさん該当するものがあります。地球

温暖化対策に関心を持って日々の生活を営みたい

と思います。 市川隆雄


